
４月７日、町内５つの小学校で入学式が開催

されました。西豊田小学校でも、新型コロナ

ウイルス感染症に注意しながらの縮小開催と

なりましたが、新入生はこれから始まる学校

生活に夢を膨らませながら、笑顔で式典に参

加しました。今年の新小学１年生は町内全部

で 160 人です。
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八千代町での主な取り組み
　町では、令和 2 年 2 月 28 日に町長を本部長とす
る「八千代町新型コロナウイルス感染症対策本部」
を設置し様々な対策を行ってきました。今後とも、
町民の皆さまの安全安心のため努めてまいります。

生　活 ●各種イベントや行事等の中止・延期を決定
●町内の公共施設の休館を決定
●スポーツ施設等の施設使用料の返金について対応
●中小企業向けのセーフティーネット保証４号認定（突発的災害）の申請受付実施
●広報紙や町公式 SNS、行政区回覧等による感染拡大防止のための注意事項の周知
●役場庁舎の出入り口や各フロアにアルコール消毒液を設置
●各課カウンターの窓口に仕切りシートを設置
●職場内での分散業務やシフト調整の実施
●来庁者同士の密接を避けるため、待合席や記載台等の間隔を空ける
●密接が避けられないため休憩スペース（リフレッシュコーナー）の利用を中止
●職員の検温や健康観察の徹底を指示
●事業者の来庁を控えるため郵送入札を実施
●町内の希望者に向けて次亜塩素酸水を配布

新型コロナウイルス感染症関連の相談窓口

茨城県庁相談窓口　　　電話番号：029-301-3200
　　　　　　　　　　　FAX 番号：029-301-6341
　　　　　　　　　　　受付時間：24 時間対応（土日・祝も実施）

厚生労働省相談窓口　　電話番号：0120-565653（フリーダイヤル）
　　　　　　　　　　　FAX 番号：03-3595-2756
　　　　　　　　　　　受付時間：午前９時～午後９時（土日・祝も実施）

茨城県筑西保健所　　　電話番号：0296-24-3911
　　　　　　　　　　　受付時間：午前９時～午後５時（平日）

●事前に医療機関に連
　絡をしてから受診し
　てください。
●受診時にはマスクを
　着用するほか、手洗
　いや咳エチケットを
　徹底してください。

以上にお気をつけくだ
さい。

受診時のお願い

福　祉 ●町内介護事業所に向けて介護従事者用にマスクを配布
●町内の放課後児童クラブ、障害児通所支援施設に消毒液を配布
●町内の保育園・幼稚園・こども園に消毒液を配布
●町内の保育園・幼稚園・こども園の利用者へ登園自粛を依頼
●町内の放課後児童クラブ利用者へ利用自粛を依頼
●妊婦へのマスク配布を実施予定

教　育 ●町内小中学校へ消毒用アルコール、手洗いシャボネット消毒液などを配布
●町内小中学校の臨時休業を決定
●臨時休業中の児童生徒に対し、インターネットで学習できるよう学習動画を作成し配信
●臨時休業期間中の部活動の中止を決定
●臨時休業を受けて自宅待機が困難な児童生徒に対し、各小中学校において受け入れ実施
●児童生徒に手作りマスクの作り方と、正しい手洗いの仕方のチラシを配布
●県立高校の休業について９市町長合同で知事に要望書を提出し、県内一斉休業が決定
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２．多くの人が集まる
密 集 場 所

３．近距離で会話する
密 接 場 面

１．換気の悪い
密 閉 空 間

自分や大切な人たちを守るために
新型コロナウイルス感染拡大防止への取り組み

茨城県でも、多数の感染者が確認され、県西地区
の隣接市町にもその影が及んでいます。県知事か
らも県内全域に平日・休日を問わず、不要不急の
外出自粛要請が出されました。今後、感染を広げ
ないためにも、医療機関への通院、食料の買い出
しなど、生活維持に必要な外出以外は控えていた
だくようお願いします。

「マスク配布」などの詐欺に注意

感染しないために
　感染を予防するためには、手洗いをしっかりすることが大切です。またできるだけ人混みを避けましょう。
十分な栄養・睡眠を取り免疫力を高めることも重要です。

小まめに手を洗う

人混みや密閉空間を避ける

対  策

小まめに
換気を行
う

対  策
密集場所
は避け人
との距離
を１～２m  
 空ける

やむを得
ない場合
はマスク
を着用

対  策

様々なものに触れることにより、
自分の手にもウイルスが付着し
ている可能性があります。帰宅
時や調理の前後、食事前などは
小まめに手を洗いましょう。ま
た、ウイルスは粘膜から感染す
るため、できるだけ目や鼻、口
に触れないようにしましょう。

　大切な町民の
　　 皆さまへのお願い

新型コロナウイルス感染症の発生に乗じた不審な電話やメール等が確認されています
「助成金・マスクが配布されるので、家族構成や口座番号などを教えて欲しい」
「配水管がコロナで汚染されている」
「マスク５０枚入等の身に覚えのない注文に対して、支払を求める内容のメールを受信した」
こうした不審な電話やメール等を受けた際は、最寄りの警察署や町消費生活センター（毎週水曜日開設）に
ご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　問：下妻警察署八千代地区交番　　　℡ 0296-48-0141
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問：八千代町消費生活相談センター　℡ 0296-48-1111
                                                     　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内線 5204）
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第２期　八千代町まち・ひと・しごと
                創生総合戦略を策定しました
　急速な少子高齢化の進展や人口の東京圏への一極集中などが要因で、地方では人口減少に歯止めがかからない
状況が続いています。この人口減少に歯止めをかけるとともに、将来にわたって活力ある町を維持するため、こ
れまでの第１期の検証を踏まえ、第２期八千代町まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しました。４つの基本
目標を掲げ、目標達成に向けて、地域における様々な資源を活用しながら、総合的に施策を展開していきます。

　
～人口減少克服へチャレンジ～

　職員一丸となって、「いつまで
も住み続けたい」と思っていた
だけるよう、まちづくりに取り
組んでまいります。町民の皆さま
のご理解ご協力をお願いいたし
ます。

　１．しごとをつくる
（１）農業の活性化
　①生産・流通体制
　　の整備
　②農業後継者の
　　確保と担い手
　　の育成
　③八千代ブランド
　　の推進、６次
　　産業化の支援

（２）地元企業への支援と企業誘致の促進
　　①地元企業への支援
　　②企業誘致の促進

（３）雇用の確保と創業支援
　　①地域における雇用の促進
　　②新規創業の推進

４つの基本目標

目標１　若い人が定住できる『しごと』をつくる

目標２　八千代町への新しい『ひと』の流れをつくる

目標３　安心して子どもを産み育てられる『まち』をつくる

目標４　安全・安心な暮らしの実現と魅力ある地域をつくる

２．ひとの流れをつくる

（１）移住・交流の　　
　　  推進
　①都市農村交流
　　の推進
　②移住の推進
　③空き家の利活用
　　の推進

（２）観光の振興と関係人口の創出
　　①地域資源を活用した観光の振興
　　②関係人口の創出

（３）定住の促進
　　①ふるさとを愛する心の醸成と若者の交流
　　　支援
　　②暮らしやすい定住環境の整備

問  まちづくり推進課総合戦略室（内線 3230）
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３．安心して子どもを産み育てる

（１）結婚支援の充実
　①相談体制の充実
　②出会いの場づくり
　   の推進

（２）子育て支援の
　　   充実
　①妊婦・母子の
　　健康づくり
　②子育て環境の
　　充実（３）教育・保育の充実

　　①教育・保育環境の整備
　　②教育・保育内容の充実

（４）しごと・子育て環境の整備
　　①魅力ある就業環境づくり
　　②誰もがいきいきと働くことができる環境
　　　づくり

４．安全・安心な暮らしの実現

（１）安全・安心な
　　  まちづくり
　①消防団の充実
　　強化と地域防災
　　の充実
　②防災体制の強化
　③防犯体制の強化
　

（２）移動の利便性向上
　　①公共交通の確保
　　②広域的ネットワークの整備

（３）公共施設の維持・活用
　　①公共施設の整備と適正な維持管理
　　②ＩＣＴの利活用による情報発信

　

八
千
代
町
と
茨
城
県
開
発
公
社

（
今
瀬
肇
理
事
長
）
が
、
共
同
で
開

発
を
進
め
て
き
た
八
千
代
工
業
団
地

に
、
３
社
目
と
な
る
企
業
の
進
出
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

進
出
す
る
企
業
は
、
惣
菜
製
造
業

の
フ
ジ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
（
千
葉
県

千
葉
市
、
大
村
剛
史
郎
社
長
）
で
、

３
月
31
日
に
茨
城
県
開
発
公
社
と
の

土
地
売
買
契
約
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

調
印
式
で
谷
中
町
長
は
「
今
回
の

契
約
調
印
に
よ
り
多
方
面
に
好
影
響

が
及
ぼ
さ
れ
、
さ
ら
な
る
町
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

八千代工業団地に
　　　  新たな企業の進出が決定

左から谷中町長、大村社長、今瀬理事長

≪主な取り組み事業≫
　　　　　〇防犯カメラ設置事業　　　　　　　　〇防犯灯の設置拡充及びＬＥＤ化事業
　　　　　〇空き家バンクの整備　　　　　　　　〇ふるさと納税推進事業
　　　　　〇転入者住まい応援事業　　　　　　　〇婚活イベント開催支援事業
　　　　　〇出産子育て奨励金支給事業　　　　　〇英語検定受験チャレンジ補助事業　等
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27億 6,291万円
17 億 6,088 万円

8億 1,027万円

3億 5,965万円

5億 3,658万円

3億 6,737万円

4億 4,457万円

1億 8,574万円
1億　428万円
7億 6,669万円

（億円）

会計別 予算額
歳入 歳出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
国民健康保険 31 億 6,448 万円 28 億 2,964 万円 89.4% 27 億 6,688 万円 87.4%
後 期 高 齢 者 2 億　430 万円 2 億　 247 万円 99.1% 1 億 7,914 万円 87.7%
介 護 保 険 17 億 7,057 万円 17 億 5,645 万円 99.2% 15 億 4,343 万円 87.2%
中央土地区画 1 億 4,562 万円 8,046 万円 55.3% 1 億 1,178 万円 76.8%
農業集落排水 2 億 9,052 万円 2 億 9,038 万円 100.0% 2 億 6,503 万円 91.2%
下 水 道 4 億 8,641 万円 3 億 7,098 万円 76.3% 4 億 2,474 万円 87.3%
合 計 60 億 6,190 万円 55 億 3,038 万円 91.2% 52 億 9,100 万円 87.3%

区分 予算額 執行額 執行率
収益的収入 4 億 9,699 万円 4 億 8,035 万円 96.7%
収益的支出 4 億　189 万円 1 億 9,631 万円 48.8%
資本的収入 0 円 0 円 -
資本的支出 5,345 万円 3,446 万円 64.5%

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
お
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

予
算
概
要
や
決
算
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
令
和
元
年
度
（
令
和
２
年
３
月
31

日
現
在
）
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
の
会
計
に
は
出
納
整
理
期
間
が
あ
り
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
お
金
の
出
し
入
れ

を
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
こ
の
数
値
を
も
と
に
決
算
を
取
り
ま
と
め
最
終
決
算
の
数
値
と
し

て
公
表
し
ま
す
。

※
本
文
及
び
図
表
な
ど
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
合
計
な
ど
の
数
値
に
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
予
算
の
執
行
状
況

一般会計　 予算額 85 億 7,316 万円

特別会計

〇歳入（収入済額）80 億 9,894 万円（執行率 94.5%）

〇歳出（支出済額）76 億　441 万円（執行率 88.7%）

水道事業会計

町 税

24億 1,066万円

13億 5,925万円

13億 8,232万円

5億 7,292万円

4億 9,499万円

4 億 1,741万円

4億 6,303万円

5億    383万円

地方交付税

町 債

国庫支出金

繰 越 金
繰 入 金

県 支 出 金

地方譲与税

そ の 他

民 生 費

教 育 費

総 務 費

公 債 費

土 木 費

衛 生 費

農林業費

そ の 他

地方消費税交付金

（億円）

・土地　　　　  690,145㎡（道路、河川は含まない）

・建物　　　　　 68,956㎡
・基金　　28 億 4,360 万円

121 億 1,305 万円
（特別会計を含む）

内　訳
　一般会計　　　　 

　69 億 1,097 万円
　　内  臨時財政対策債

40 億 2,652 万円
　中央土地区画整理事業会計

　３億 2,913 万円
　農業集落排水事業会計

　　　22 億 5,033 万円
　下水道事業会計　　　

　　　24 億 8,934 万円
　水道事業会計
　　　　　　１億 3,328 万円

町民 1 人が納めた町税 　　　　　　　   12 万 5,844 円
1 世帯が納めた町税　　 　　　　　　    35 万 7,890 円
町民 1 人に使われた予算　（一般会計）    34 万 6,363 円
1 世帯に使われた予算　　 （一般会計）    98 万 5,027 円

町有財産・基金の状況

町債現在高

町民 1 人・1 世帯当たりの状況

※町が特定の事業を行う場合、一般会計と区分して経理するものです。

財務課財政係（内線 3120）問

((
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ふるさと納税

たくさんの応援が
八千代町の元気に繋がっています

　令和元年度も全国からたくさんのお気持ちをいただき、寄附
金額は昨年の  3.6 倍  になりました。心からお礼申し上げま
す。

皆さまからの寄附は
　まちづくりに生かされています。

　ふるさと納税は、寄附金の使い道を指定
することができます。福祉や教育、産業な
ど寄附の目的にしたがって、頂いた大切な
寄附金を有効に活用させていただきます。

■福祉関連
出産子育て奨励金支給事業、多子世帯保育料
軽減事業、医療機関巡回バス運行事業など

■教育関連
英語検定受験チャレンジ補助事業、学力診断
テスト補助事業、はたちのつどい、秋まつり
など

■産業関連
観光プロモーション事業、夏まつりなど

■生活環境関連
防犯カメラ設置事業、防犯灯 LED 化事業など

■協働関連
コミュニティ活動促進事業、地域公共交通推進
事業、新婚家庭家賃助成事業など

寄附金額総計
  147,073 千円

寄附件数総計
　 11,577 件

福祉関連
37,504 千円
（2,952 件）

教育関連
23,385 千円
（1,841 件）

産業関連
17,207 千円
（1,354 件）

生活環境関連
10,001 千円
（787 件）

協働関連
1,176 千円
（93 件）

町にお任せ
57,800 千円
（4,550 件）

■寄附目的内訳

財務課財政係（内線 3120）問
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令和２年度行政区長・副区長一覧
行政区 区長名 副区長名 行政区 区長名 副区長名

仁 江 戸 東 村　松　道　夫 高　野　健　一 瀬 戸 井 〇廣　瀬　賢　一 藤　本　榮　一
仁 江 戸 西 野　村　誠　壱 野　村　和　男 髙　嶋　芳　雄
粟 野 佐　藤　一　夫 中　島　文　男 兵 庫 沼 端 爲我井　孝　一 照　内　　　篤
片 角 廣　瀬　英　勝 廣　瀬　克　夫 前 田 小　林　一　郎 中　山　　　誠
中 野 稲　葉　　　実 黒　川　照　男 高 野 沼　田　光　一　 木　村　　　豊
苅 橋 坂　従　　　実 諏　訪　信　三 伊 勢 山 稲　村　信　義 上　野　武　夫
東 大 山 大　山　邦　光 大　山　賢　一 根 ノ 谷 小　川　好　和 青　木　幹　雄
太 田 高　田　保　典 上　野　孝　之 菅 谷 西 山　﨑　幸　一 大久保　光　正

若 ◎古　橋　清　成 髙　谷　一　博 西 大 山 爲我井　　 　勇 飯　島　英　男
沼 森 髙　橋　一　義 中　山　　　定 塩 本 青　木　宣　夫 安　田　恒　夫
貝 谷 濵　名　　　進 〇中　山　継　男 〇小　谷　信　一
川 尻 古　澤　辰　雄 保　科　忠　男 下 山 川 髙　﨑　　　隆 石　嶋　一　夫
今 里 橋　本　光　夫 鈴　木　長　男 粕 礼 照　内　澄　夫 照　内　清　司
本 郷 小　竹　弘　敏 中　山　靜　夫 本 田 古　谷　定　雄 宮　本　邦　雄
蕗 田 小　口　邦　夫 堤　　　良　和 前 山 森　　　由　幸 坂　入　洋　光
東 蕗 田 〇水　書　正　義 堤　　　生　一 松 山 柴久喜   　　真 弦　巻　直　人
新 地 鈴　木　　　茂 相　田　両　市 天 王 木 番 田 野　村　幸　雄 森　　　恒　夫
福 岡 木　村　光　男 坂　野　正　美 築 越 六 軒 坂　入　盛　夫 峯　　　孝　幸
栗 山 湯　本　昌　夫 藤　木　正　司 二 ツ 釜 宮　本　文　隆 萩野谷　哲　男
尾 崎 小　祝　正　𠮷 秋　葉　　　稔 道 前 六 保 〇古　谷　　   博 大　里　君　子
大 間 木 堤　　　　　弘 堤　　　伸　男 平 塚 新 田 河　口　　　智 河　口　　　彰
芦 ケ 谷 新 田 中　村　進　一 岡　田　　　静 水 口 斉　藤　　　実 阿久津　好　男
舟 戸 大久保　栄　治 平　岡　一　衛 松 本 生　井　　　隆 水　垣　英　夫
仲 坪 中　村　善　一 川　村　　　孝 久 下 田 湯　本　富　雄 塚　田　　　清
山 ノ 神 下山田　一　夫 中　里　郁　夫 新 井 飯　田　繁　夫 古　澤　　　栄
神 山 染　野　一　男 染　野　眞　市 八 町 杉　田　昭　廣 杉　田　健　治

磯 金　子　武　志 青　木　　　馨 袋 黒　川　　　博 枝　　　　　茂
村 貫 東 内　海　幸　司 ◎小　沼　佳　雄 野 爪 湯　本　　　満 中　山　　　健
村 貫 西 前　野　主　税 竹　垣　武　司 坪 井 宮　田　英　一 谷　中　　　勝
佐 野 東 幸　田　行　男 爲我井　幸　二 高 崎 〇島　田　清　晴 中久喜　春　樹
佐 野 西 爲我井　三　郎 爲我井　仁　司 大 渡 戸 中　山　達　男 荒　木　哲　也

※◎は区長親和会会長、副区長会会長 
　〇は区長親和会副会長、副区長会副会長

大 里 阿久津　信　一 柴　　　一　郎
小 屋 高　島　忠　之 塚　越　栄　一

職　名 氏　名 行政区 職　名 氏　名 行政区

選挙管理委員長 片平　　博 久下田 補　充　員 青木　啓悟 塩本

委員長職務代理者 小竹　貞男 東蕗田 補　充　員 古澤　藤男 川尻

委　　　  　　員 森　　恒夫 天王木番田 補　充　員 水書　正義 東蕗田

委　　　  　　員 猪瀬　　誠 片角 補　充　員 橘　　紀彦 高崎

選挙管理委員会委員の改選
　選挙管理委員会委員と同補充委員の任期満了に伴い３月 23 日付けで以下の方々が、委員、補充員に就任されました。
なお、委員長に片平博さん、委員長職務代理者に小竹貞男さんが就任されました。各委員の任期は４年間です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（任期：令和２年３月 23 日～令和６年３月 22 日）

問  総務課行政管理係（内線 3310）

　　　

４
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
お

よ
び
小
中
学
校
職
員
の
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

□
青
木
喜
栄
（
秘
書
公
室
長
）
□

生
井
俊
一
（
総
務
部
長
）
□
中
村

弘
（
企
画
財
政
部
長
）
□
塚
原
勝

美
（
保
健
福
祉
部
長
）
□
塚
原
渥

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
□

秋
葉
松
男
（
議
会
事
務
局
長
）
□

宮
本
正
美
（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）
□
青
木
和
男
（
教
育
次
長
兼

学
校
教
育
課
長
）
□
新
井
日
出
子

役　

場
（　

）
内
前
職

※
異
動
は
管
理
職
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。

人
事
異
動
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（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
師
）
□
古

澤
智
子（
給
食
セ
ン
タ
ー
技
師
補
）

□
猪
瀬
智
世
（
福
祉
課
主
任
）
□

渋
谷
友
紀
（
学
校
教
育
課
主
事
）

〇
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）

◆
秘
書
公
室
　

□
公
室
長
／
生
井
好
雄（
総
務
課
長
）

◆
総
務
部　

□
部
長
／
渡
辺
孝
志
（
公
民
館
長

兼
図
書
館
長
兼
生
涯
学
習
課
長
）

■
総
務
課　
□
課
長
／
川
村
俊
之

（
福
祉
課
長
）

■
消
防
交
通
課　
□
課
長
／
青
木

譲
（
消
防
交
通
課
長
補
佐
兼
消
防

係
長
）

■
戸
籍
住
民
課　
□
課
長
／
諏
訪

敦
史
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
施

設
係
長
）

◆
企
画
財
政
部
　

□
部
長
／
青
木
一
樹
（
戸
籍
住
民

課
長
）　

■
財
務
課　
□
課
長
／
倉
持
浩
幸

（
財
務
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
）

◆
保
健
福
祉
部　

□
部
長
／
大
里
斉
（
財
務
課
長
）

■
福
祉
課　
□
課
長
／
飯
ケ
谷
智

巳
（
国
保
年
金
課
長
兼
健
康
増
進

課
長
）　

■
国
保
年
金
課　
□
課
長
兼
健
康

増
進
課
長
／
野
中
清
昭
（
秘
書
課

長
補
佐
兼
政
策
秘
書
係
長
）

◆
産
業
建
設
部　

□
部
長
／
木
村
和
則
（
産
業
建
設

部
長
兼
都
市
建
設
課
長
）

■
産
業
振
興
課　
□
課
長
／
古
沢

朗
紀
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
土

地
改
良
係
長
）

■
都
市
建
設
課　
□
課
長
／
宮
本

克
典
（
消
防
交
通
課
長
）

■
環
境
対
策
課
付　
□
課
長
（
下

妻
広
域
）
／
富
永
浩
（
環
境
対
策

課
長
心
得
）

■
上
下
水
道
課　
□
課
長
／
中
川

貴
志
（
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
管

理
係
長
）

◆
会
計
課　

□
会
計
管
理
者
兼
課
長
／
杉
山
淳

（
上
下
水
道
課
長
）

◆
議
会
事
務
局　

□
局
長
／
岩
坂
信
幸
（
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）

◆
農
業
委
員
会
事
務
局　

□
局
長
／
飯
岡
勝
利
（
産
業
振
興

課
長
）

◆
教
育
委
員
会　

□
次
長
兼
学
校
教
育
課
長
／
小
林

由
実
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
学

務
係
長
）

■
生
涯
学
習
課　
□
公
民
館
長
兼

図
書
館
長
兼
課
長
／
瀬
崎
清
一

（
産
業
振
興
課
長
補
佐
兼
農
業
振

興
係
長
）

■
給
食
セ
ン
タ
ー　
□
所
長
／
関

和
之
（
財
務
課
長
補
佐
兼
契
約
管

財
係
長
）

〇
新
規
採
用

□
長
寿
支
援
課
主
幹
／
柴
﨑
雅
樹

□
健
康
増
進
課
主
幹
／
近
藤
優
美

□
税
務
課
主
任
／
藤
田
真
基
□
税

務
課
主
事
／
舩
橋
俊
輔
□
税
務
課

主
事
／
鈴
木
麻
也
□
福
祉
課
主
事

／
田
辺
雅
樹
□
国
保
年
金
課
主
事

／
横
島
は
る
か
□
産
業
振
興
課
主

事
／
飯
岡
英
行
□
環
境
対
策
課
主

事
／
張
替
祐
太
□
学
校
教
育
課
主

事
／
爲
我
井
樹
里

〇
退
職
（
３
月
31
日
付
け
）

□
藤
田
洋
子
（
西
豊
田
小
教
諭
）

□
田
宮
淑
子
（
安
静
小
教
諭
）

□
沼
尻
均
一
（
中
結
城
小
校
長
）

□
古
澤
俊
行
（
中
結
城
小
教
諭
）

□
青
木
江
津
子
（
下
結
城
小
教

諭
）
□
石
塚
好
江
（
川
西
小
養
護

教
諭
）
□
栃
木
孝
行
（
八
千
代

一
中
校
長
）
□
内
海
秀
貴
（
八
千

代
一
中
教
諭
）

〇
転
出
（
３
月
31
日
付
け
）

■
西
豊
田
小　
□
教
諭
／
根
本
む

つ
み
（
上
野
小
教
頭
）
□
教
諭
／

柴
恵
理
子
（
筑
西
市
中
小
教
頭
）

■
安
静
小　
□
校
長
／
高
橋
長
男

（
八
千
代
一
中
）

■
下
結
城
小　
□
校
長
／
佐
々
木

英
治
（
鯉
渕
小
）
□
教
諭
／
倉
持

清
美
（
結
城
東
中
）
□
教
諭
／
郡

司
恵
望
（
赤
塚
小
）

■
川
西
小　
□
校
長
／
宇
梶
京
子

（
高
道
祖
小
）
□
教
頭
／
井
上
德
伸

（
城
南
小
副
校
長
）
□
教
諭
／
堀
江

利
男
（
豊
加
美
小
）
□
教
諭
／
野

部
優
子
（
大
形
小
）

■
東
中　

□
校
長
／
中
島
洋
子

（
中
結
城
小
）
□
教
諭
／
穐
本
敬

子
（
石
下
西
中
）
□
教
諭
／
松
葉

真
弓
（
玉
小
）
□
教
諭
／
浅
岡
大

貴
（
上
妻
小
）
□
係
長
／
飯
田
吉

是
（
谷
田
部
東
中
）

■
八
千
代
一
中　
□
教
頭
／
國
府

田
睦
（
弓
馬
田
小
校
長
）
□
教
諭

／
渡
辺
桂
子
（
石
下
西
中
）
□
教

今年度新規採用された職員

学
　
校

諭
／
久
保
田
智
則
（
川
西
小
）

〇
転
入
（
４
月
１
日
付
け
）

■
西
豊
田
小　

□
教
諭
／
横
瀬
郁

子
（
千
代
川
中
）

■
安
静
小　
□
校
長
／
竹
久
武
志

（
小
絹
中
）

■
中
結
城
小　
□
校
長
／
中
島
洋

子
（
東
中
）

■
下
結
城
小　
□
校
長
／
野
口
修

（
長
田
小
）
□
教
諭
／
坂
入
鈴
子

（
総
上
小
）
□
教
諭
／
高
橋
恵
子

（
下
妻
小
）
□
教
諭
／
山
中
望
（
新

規
採
用
）

■
川
西
小　
□
校
長
／
斎
藤
浩
二

（
村
田
小
）
□
教
頭
／
稲
葉
洋
明

（
猿
島
小
）
□
教
諭
／
須
藤
美
弥

子
（
城
西
小
）
□
教
諭
／
久
保
田

智
則
（
八
千
代
一
中
）
□
養
護
教

諭
／
小
島
愛
（
古
河
二
小
）

■
東
中　
□
校
長
／
池
田
い
ず
み

（
下
館
小
）
□
教
諭
／
齋
藤
奈
央

子
（
東
部
中
）
□
片
見
渉
（
新
規

採
用
）□
係
長
／
生
沼
久
美
子（
境

小
）

■
八
千
代
一
中　
□
校
長
／
高
橋

長
男
（
安
静
小
）
□
教
頭
／
鈴
木

勝
久
（
上
妻
小
）
□
教
諭
／
飯
村

佐
衣
（
石
下
西
中
）
□
教
諭
／
田

所
友
紘
（
新
規
採
用
）

■
八
千
代
町
教
育
委
員
会　

□

指
導
主
事
／
長
堀
敬
志
（
宗
道

小
）
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谷中町長と認定を受けた関さん（左）と中山さん（右）

町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。

Topicsまちの話題

　

３
月
25
日
、
高
崎
の
関

よ
ね
子
さ
ん
と
、
大
渡
戸

の
中
山
光
枝
さ
ん
が
本
場

結
城
紬
の
茨
城
県
伝
統
工

芸
士
と
し
て
認
定
さ
れ
、

谷
中
町
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
関
さ
ん
は
昭
和

45
年
か
ら
49
年
間
、
中
山

さ
ん
は
昭
和
42
年
か
ら
52

年
間
機
織
り
職
人
と
し
て

従
事
。「
今
後
も
結
城
紬

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

本
場
結
城
紬
の
発
展
に
貢
献

茨
城
県
伝
統
工
芸
士
と
し
て
２
人
が
認
定赤松教育長に防犯ブザーを渡す菊池支店長（左）

　

常
陽
銀
行
八
千
代
支
店

の
菊
池
功
二
支
店
長
が
３

月
27
日
に
役
場
を
訪
れ
、

今
年
度
の
新
小
学
１
年
生

の
た
め
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

常
陽
銀
行
の
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
お
り
、
赤
松
教
育
長
は

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
感
謝
の
意
を

述
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
の
た
め
に

常
陽
銀
行
が
新
小
学
１
年
生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

iPhone 版 Android 版

令和２年度八千代町消防団役員
（敬称略）

職 名 氏 名 行政区
団 長 小　菅　康　司 高　野
副 団 長 沢　木　清　司 高　野
副 団 長 渡　邉　利　明 久下田
指 導 長 沢　木　里　支 高　野
指 導 員 生　井　英　公 佐野東
指 導 員 杉　田　敏　博 高　野
指 導 員 岩　田　　　大 太　田
第１分団長 飯ケ谷　重　男 粟　野
第２分団長 赤　塚　智　史 太　田
第３分団長 廣　瀬　秀　月 瀬戸井
第４分団長 大　里　将　史 神　山
第５分団長 坂　入　朝　規 本　田
第６分団長 片　平　　　徹 久下田
第７分団長 小　菅　哲　也 高　野

　

令
和
２
年
度
八
千
代
町
消

防
団
辞
令
交
付
式
が
、
３
月

29
日
に
中
央
公
民
館
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
本

部
員
や
分
団
長
の
み
の
規
模

縮
小
で
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
小
菅
団
長
は
「
自
分
た

ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
崇
高
な
消
防
精
神
を

持
ち
、
活
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
こ
れ
か
ら
は
災
害
も

多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
活
動
し

て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
を
述

べ
ま
し
た
。

新
し
い
施
設
で
更
な
る
発
展
を

Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
集
出
荷
場
竣
工
式

　
３
月
28
日
、
八
千
代
町
太
田
地
区
内

に
完
成
し
た
Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
八
千
代

野
菜
集
出
荷
施
設
の
竣
工
式
が
行
わ

れ
、
谷
中
町
長
や
町
関
係
者
ら
も
出
席

し
ま
し
た
。
新
し
い
施
設
で
は
、
今
後

の
国
内
の
温
暖
化
に
対
応
す
べ
く
、
真

空
冷
却
装
置
や
強
制
通
風
予
冷
庫
、
保

冷
庫
が
備
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
塚

本
治
男
組
合
長
は
「
国
内
外
に
捉
わ
れ

ず
、販
売
促
進
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

足
腰
の
強
い
産
地
づ
く
り
と
常
総
ひ
か

り
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
有
利
販
売
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

令和２年度八千代町消防団辞令交付式開催

団員に辞令を交付する小菅団長

テープカットをする出席者
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　　　　　　　　　　　（敬称略）
■第 34 回町民卓球大会

〔と　き〕２月 16 日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕

一般男子シングルス
優　勝　吉村裕樹
準優勝　小口悠介
第３位　松本忠秋
第３位　小口悠斗
一般女子シングルス

優　勝　木村彩香
準優勝　山口みや子
第３位　大塚信子
第３位　漆間初美
中学男子シングルス
優　勝　広瀬音和（東中）
準優勝　平田蓮司（一中）
第３位　照内泰成（一中）
第３位　竹内弘樹（東中）
中学女子シングルス
優　勝　山崎里菜（一中）
準優勝　北野柚菜（一中）
第３位　大竹汐音（一中）

スポーツコーナー

スポーツ大会の結果

広告

広告 広告

税の広場 問：税務課
　　住民税係（内線 1520）軽自動車税（種別割）の減免制度

　心身に障がいのある方の移動のために利用する軽自動
車について、一定の要件を満たす場合、申請によって軽
自動車税（種別割）を減免する制度があります。対象と
なる方は期限内に申請をお願いします。
　なお、減免の対象となる軽自動車は、障がい者の方１
人につき１台に限ります。また、県の自動車税（種別割）
の減免を受けている場合、減免の対象にはなりません。

減免申請窓口 八千代町役場　税務課住民税係
 （八千代町大字菅谷 1170 番地）

申請期限 令和２年６月１日（月）

持ち物

〇身体障がい者（療育）手帳
〇運転免許証
〇印鑑（認印可）
〇納付書
〇マイナンバーカードまたは
　通知カード

 広 告 募 集
 広報やちよに広告を掲載しませんか？

　■掲載料金
　　1枠　　縦 45.5mm ×横 175mm　１回 10,000 円
　　1/2 枠　縦 45.5mm ×横 85mm　１回 5,000 円

　■申込方法など詳しくは
　　秘書課広報・シティプロモーション係
　　 ℡ 0296-48-1111（内線 3510）

第３位　加藤由貴（東中）
混合ダブルス
優　勝　吉村裕樹・小野寺祐子
準優勝　稲葉真也・長塚麻衣子
第３位　高橋幹夫・篠崎ミサ子
第３位　松本忠秋・飯田ゆみ子

入賞した皆さん
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川
かわ

 村
むら

輝
きら

 空
り

さん（川西小６年）

　

私
の
大
好
き
な
人
は
、
お
父
さ
ん
で
す
。
毎
日
、

お
父
さ
ん
は
、
１
時
間
半
か
け
て
職
場
に
行
っ
て
い

ま
す
。
つ
か
れ
て
帰
っ
て
く
る
の
に
、
学
校
で
あ
っ

た
こ
と
を
一
生
け
ん
命
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
休

み
の
日
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
つ
れ
て
っ
て
く
れ

た
り
し
て
く
れ
ま
す
。

　

お
こ
る
と
こ
わ
い
し
、
こ
の
ご
ろ
お
腹
が
出
て
き

た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
お
父
さ
ん
の
こ
と
が
す
き
で

す
。
そ
れ
に
、
家
族
の
た
め
に
、
お
仕
事
を
一
生
け

ん
命
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
は
す
ご
く
か
っ

こ
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
大
人
に
な
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
つ
れ

て
行
く
ね
！

大
好
き
な
お
父
さ
ん

　 元 気 い っ ぱ い
の、みーちゃん。
大きくなるのが早
いね。走ったり、
のぼったり、上手
に食べたり、楽し
いことが増えて笑
顔も増えました。
すくすく成長して
ね！

父　純さん
母　香織さん

湯
ゆ も と

本　弓
み づ き

月ちゃん
 平成 30 年 10 月 25 日生まれ
 　　　　　　　　　（前田）

英
えい

 治
じ大 好 き な人

笑顔がいいね !♥

　 さん（父）

　歌を歌ったり、
お手紙を書いたり
するのが大好きな
咲耶。弟の事が大
好きな咲耶。面倒
をみてくれてあり
が と う !! こ れ か
らもいっぱいみん
なの事を笑わせて
ね！

父　保啓さん
母　幸世さん

高
た か た

田　咲
さ く や

耶ちゃん
 平成 27 年 6 月 17 日生まれ
 　　　　　　　　　（太田）

み ん な の 広 場
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※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

　

こ
ん
に
ち
は
。
町
長
の
谷
中

聰
で
す
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
、
新
年
度
が

始
ま
り
心
意
気
新
た
に
春
を
迎

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
連

日
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

で
、
い
ま
だ
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
春
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
学
校

の
休
業
や
外
出
の
自
粛
要
請
な

ど
、
立
て
続
け
の
お
願
い
に
対

す
る
ご
協
力
に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
で
は
、
２
月
28
日
に
八
千

代
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

町
内
の
介
護
事
業
所
へ
の
マ
ス

ク
の
無
料
配
布
を
皮
切
り
に
、

町
民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
た

め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

は
長
期
戦
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
今
、
皆
さ
ん
は
、

日
常
の
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
我

慢
す
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
積
み
重
ね
が
こ
れ
か
ら
先

の
未
来
、
自
分
と
大
切
な
人
た

ち
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
多
く

の
不
安
と
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、

耐
え
る
こ
と
が
多
い
今
だ
か
ら

こ
そ
、
心
と
身
体
の
免
疫
力
を

高
め
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
と

も
に
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

こ
れ
か
ら
先
の
未
来
の
た
め
に

町 長 の 部 屋 　v o l . 1 3

　
野
球
の
審
判
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
？

　

中
学
校
に
あ
が
っ
た
頃
、
弟
が

少
年
野
球
を
始
め
ま
し
た
。
自
分

自
身
は
中
学
で
吹
奏
楽
部
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
が
、
元
々
野
球
が

好
き
で
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
弟

の
試
合
が
あ
る
と
見
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
あ
る
日
練
習
試
合
の
審

判
を
し
て
み
な
い
か
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
初
め
て
審

判
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

高
校
生
に
な
っ
て
本
格
的
に
審
判

を
始
め
、
昇
級
試
験
な
ど
を
経
て

今
回
、
２
級
か
ら
１
級
に
昇
格
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
審
判
の
魅
力
は
何
だ
と
思
い
ま

す
か
？

　

１
つ
の
プ
レ
ー
に
対
し
て
も
ア

　（高野）
髙
たかはし

橋 謙
け ん た

太 さん 中学時代から野球の審判を始め、こ
の春、高校の硬式野球の審判もでき
る１級の審判資格を取得しました。

ウ
ト
の
コ
ー
ル
や
ジ
ャ
ス
チ
ャ
ー

の
仕
方
で
試
合
の
雰
囲
気
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
審
判
に

よ
っ
て
も
試
合
の
盛
り
上
が
り
方

が
変
わ
る
こ
と
が
魅
力
の
ひ
と
つ

で
す
。
い
い
試
合
を
作
る
の
は
選

手
で
す
が
、
一
番
近
く
で
そ
こ
に

花
を
添
え
後
押
し
で
き
る
の
が
審

判
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
や
や
っ
て
み
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

こ
の
４
月
か
ら
大
学
に
入
学

し
、
教
育
学
部
で
教
員
免
許
を
取

得
す
る
た
め
勉
強
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
審
判
だ
け
で
し
た
が
、

大
学
で
は
選
手
と
し
て
自
分
で
野

球
の
プ
レ
ー
も
し
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
級
の

試
験
に
合
格
し
た
の
で
、
高
校
野

球
の
審
判
を
す
る
こ
と
も
楽
し
み

で
す
。
他
の
人
か
ら
目
標
に
さ
れ

る
よ
う
な
審
判
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

ＱＡ ＱＡ

ＱＡ

インタビュー

町民の皆さまをご紹介していきます !
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お 知 ら せ 版
№ 681

　　　　

５
月
26
日
（
火
）
に
予
定
し
て

い
た
第
41
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　

　
総
合
体
育
館　
　

　

０
２
９
６
‐
48
‐
２
４
６
９

　　

愛
鳥
週
間
の
普
及
啓
発
事
業
と

し
て
、
猟
友
会
鬼
怒
支
部
八
千
代

分
会
に
よ
る
「
実
の
な
る
木
配
布
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。
野
鳥
が
好
む

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
無
料
で
配

布
し
ま
す
の
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
10
日
（
日
）
午
前
10

時
～
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　

グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
憩
遊

館　

正
面
入
口
付
近

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
４
０
）

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

５
月
22
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予

約
制
で
す
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

　　　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
の
方
等
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届
い
た

ら
、
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
の
他
ヤ
フ
ー
サ
イ

ト
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

（
６
月
１
日
ま
で
の
利
用
に
限
る
）

も
可
能
で
す
。
な
お
、
心
身
に
障

害
の
あ
る
方
で
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
自

動
車
税
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

０
２
９
６
‐
24
‐
９
１
９
０

問TEL問TEL

お

知

ら

せ

第
41
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

５
月
10
日
か
ら
16
日
は

「
愛
鳥
週
間
」
で
す

自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

八千代町高収益作物導入支援事業／農産物ブランド力強化支援事業

　令和２年度から高収益が期待される園芸作物の導入や、八千代町産農産物のブランド力を高めるため
の特産品開発を支援することを目的として、新しい事業が始まります。

○申込方法　事業計画書に必要事項を記入のうえ、産業振興課へ直接申し込みください。
○申込期限　令和 2 年５月 29 日（金）

※補助金の交付は、連続する３年度内において３回までとします。
※詳細は町ホームページに掲載してあります。（事業計画書はホームページからダウンロードできます）
※予算を超える申し込みがあった場合は、予算の範囲内での補助となります。

問い合わせ
産業振興課農業振興係（内線２２３０）

TEL 問問

八千代町高収益作物導入支援事業
【事業主体】八千代町人・農地プランに位置付けら
　　　　　 れている農業者・団体等（認定農業者等）

【補 助 額】１／２以内（補助上限 50 万円）
【要 件】令和２年４月１日現在、ＪＡ常総ひか
                   り八千代地区において販売実績が年額
                  100 万円以下の園芸作物を導入する事業
【事業内容】①生産資材等導入支援
 　 　　　 　（種苗費用または生産流通資材費用等）
　　　　　  ②人材育成支援
　　　　 　  （栽培技術習得に要する費用等）
                    ③生産機械等導入支援
　　　 　　  （収穫等に係る農業機械のリース費用等）
　　　

八千代町農産物ブランド力強化支援事業

【事業主体】町内に住所を置く認定農業者、食
                    品製造販売業者等

【補 助 額】１／２以内（補助上限 50 万円）
【要 件】八千代町産農産物を利用した加工
                   品の開発および販売までを実施する
                   事業

【事業内容】①開発改良支援
                    ②人材育成支援
                    ③流通販路開拓支援
                    ④販売促進支援
                    ⑤備品購入支援
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●人口 21,955 人 (1,272) ●男 11,592 人 (1,073) ●女 10,363 人 (199)
●世帯数 7,720 世帯 (1,097)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 ４月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます ☎ 0296-49-4321

【
犬
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
埋
込

み
助
成
】

助
成
対
象　

飼
い
主
が
県
内
に
在

住
し
、
茨
城
県
獣
医
師
会
会
員
病

院
に
て
埋
込
み
を
実
施
し
た
犬
猫

助
成
頭
数　

１
０
０
０
頭（
先
着
順
）

助
成
金
額　

１
頭
２
０
０
０
円

【
犬
猫
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
デ
ー

タ
登
録
助
成
】

助
成
対
象　

飼
い
主
が
県
内
に
在

住
し
茨
城
県
獣
医
師
会
会
員
病
院

に
て
埋
込
み
を
実
施
し
た
犬
猫

助
成
頭
数　

１
０
０
０
頭（
先
着
順
）

助
成
内
容　

１
頭
１
０
５
０
円

　

茨
城
県
獣
医
師
会

　

０
２
９
‐
２
４
１
‐
６
２
４
２

　　　

県
の
事
業
で
採
択
さ
れ
た
法
人

が
作
成
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
（
リ
ー

バ
ー
）
は
、
24
時
間
３
６
５
日
い

つ
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
通

じ
て
医
師
に
医
療
相
談
で
き
る
ア

プ
リ
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
も
の
や
、
全

て
の
医
療
相
談
が
期
間
中
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
。

無
料
相
談
期
間　
９
月
30
日（
水
）

TEL

ま
で

登
録
方
法　
「
Ｌ
Ｅ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
茨
城

県
民
向
け
登
録
ペ
ー
ジ
」
に
ア

ク
セ
ス
し
登
録
（https://w

w
w.

leber11.com
/ibaraki-pref-

free-registration

）

　
株
式
会
社
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

　
０
２
９
‐
８
９
６
‐
６
２
６
３

　

６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
「
電

波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
」
で
す
。
電
波
は
正
し
く
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
不
法
無

線
局
の
取
締
ま
り
を
強
化
し
ま

す
。
電
波
は
暮
ら
し
の
中
で
大
切

な
も
の
で
す
。
電
波
の
ル
ー
ル
は

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。　

　

関
東
総
合
通
信
局

不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
０
３
‐
６
２
３
８
‐
１
９
３
９

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

　
０
３
‐
６
２
３
８
‐
１
９
４
５

　

TEL

茨
城
県
獣
医
師
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

問TEL

閲覧日 閲覧者氏名・住所 利用目的の概要 閲覧に係る選挙人の範囲

令和元年５月 31 日
株式会社マーケティング・リサーチ・サービス
代表取締役　岩川恵理子
東京都文京区大塚 5-9-2

「令和元年度茨城県政世
論調査」の調査対象者
抽出のため

大字沼森在住の 18 歳
以上の男女

令和元年９月 26 日
株式会社ナビット
代表取締役　福井泰代
東京都千代田区九段南 1-5-5

「明るい選挙推進協会・
全国意識調査」の調査
対象者抽出のため

第８投票区

令和元年 11 月６日
～８日、11 日

野村勇
八千代町大字坪井 93-3

選挙運動はがき作成の
ため

第 1～ 4投票区
第 11 ～ 17 投票区

令和元年 11月 11 日
関眞幸
八千代町大字新地 371-2

公選はがき送付のため
安静地区、若、仁江戸、
貝谷、水口、松本

令和元年度情報公開・個人情報保護制度の実施状況

令和元年度選挙人名簿抄本の閲覧状況
令和元年度の選挙人名簿抄本の閲覧状況について、公職選挙法第 28 条の 4 第 7 項及び公職選挙法施行規則第 3 条の 4 の規定
により公表します。なお、在外選挙人名簿抄本については、閲覧の申出がありませんでした。

問  総務課行政管理係（内線 3310）

令和元年度における情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況をお知らせします。

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え情報伝
達訓練を行います。この訓練は全国瞬時警報システ
ム（Ｊアラート）を用いたもので、八千代町以外の
地域でも様々な手段で訓練が行われます。

日　　時　５月 20 日（水）午前 11 時ごろ
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、Ｊアラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災八千代です。」
　　　　　下りチャイム音

※Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。

問い合わせ
消防交通課防災危機管理室（内線３４１０）

区分 実施機関 請求件数
公開（開示）した情報の内訳

不服申立件数
公開件数 一部公開件数 非公開件数

情報公開

町 長 1 1 0 0 0

議 会 0 0 0 0 0

教 育 委 員 会 1 0 1 0 0

選挙管理委員会 0 0 0 0 0

個人情報 町 長 0 0 0 0 0

茨
城
県
か
ら
無
料
医
療
相

談
ア
プ
リ
の
お
知
ら
せ

問TEL

TEL

問

ス
ト
ッ
プ　

不
法
電
波

５月の納税等
  
    　納期内納付にご協力を
　　　お願 いします。

軽自動車税（全期）　
納期は６月１日（月）です

　  税 務 課（内線 1530）
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◇
町
道
路
線
の
廃
止

　

県
営
畑
総
事
業
（
中
結
城
地
区
）

と
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

い
、
成
田
・
佐
野
・
西
大
山
地
内

の
８
路
線
と
菅
谷
地
内
の
２
路
線

を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◇
町
道
路
線
の
認
定

　

県
営
畑
総
事
業
（
中
結
城
地
区
）

と
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

い
、
佐
野
・
西
大
山
地
内
の
11
路

線
と
菅
谷
地
内
の
２
路
線
を
認
定

す
る
も
の
で
す
。

◇
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
の
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々

が
当
選
し
ま
し
た
。

◎
選
挙
管
理
委
員
（
４
名
）

　

小
竹
貞
男
さ
ん
（
東
蕗
田
）

　

片
平
博
さ
ん 

（
久
下
田
）

　

猪
瀬
誠
さ
ん 

（
片
角
）

　

森
恒
夫
さ
ん 

（
天
王
木
番
田
）

◎
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
（
４
名
）

　

⑴
青
木
啓け

い

ご悟
さ
ん
（
塩
本
）

　

⑵
古
澤
藤
男
さ
ん
（
川
尻
）

　

⑶
水
書
正
義
さ
ん
（
東
蕗
田
）

　

⑷
橘
紀と

し
ひ
こ彦

さ
ん
（
高
崎
）

　

※ 

カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
補
充
順

位
を
表
し
ま
す
。

３月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１７７

一般会計 75 億 5200 万円など、令和２年度予算を可決

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
事
件

を
定
め
る
条
例　
　

　

議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
案
件
に
、
総
合
計

画
の
基
本
構
想
を
策
定
、
変
更
、

廃
止
す
る
こ
と
を
定
め
る
も
の
で

す
。

◇
監
査
委
員
条
例
の
一
部
改
正　
　

　

地
方
自
治
法
等
の
改
正
に
伴
っ

て
生
じ
た
引
用
す
る
条
項
の
ず
れ

を
整
理
す
る
ほ
か
、
地
方
公
営
企

業
法
に
関
係
す
る
条
項
の
追
加
な

ど
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

学
校
医
と
学
校
歯
科
医
の
報
酬

に
つ
い
て
、
基
本
額
１
万
円
を
増

額
す
る
ほ
か
、
新
た
に
児
童
生
徒

数
に
応
じ
た
加
算
額
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　

基
本
額
（
年
額
）

　

校
医　
　
　

11
万
円
→
12
万
円

　

校
歯
科
医　

10
万
円
→
11
万
円

　令和２年第１回定例会は、３月４日から 13 日までの 10 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部から令和２年度予算をはじめ、条例改正など 28 議案が提案され、審議の結果、
全ての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は３月 10 日と 11 日に行われ、９人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより

◇
農
業
集
落
排
水
汚
泥
処
理
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

令
和
２
年
度
か
ら
稼
働
す
る
中

結
城
東
部
地
区
の
汚
泥
処
理
施
設

を
規
定
に
追
加
す
る
も
の
、
他
地

区
か
ら
発
生
す
る
汚
泥
を
受
け
入

れ
る
際
の
使
用
料
の
規
定
を
削
除

す
る
も
の
で
す
。

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
同
意

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
こ
と
に
伴
い
、
左
記
の
２

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

新
井
泉
さ
ん
（
新
井
）

　

照
内
唯た

だ
よ
し由

さ
ん
（
伊
勢
山
）

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

現
委
員
が
６
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

３
氏
を
推
薦
し
た
い
と
し
て
議
会

に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、

推
薦
人
が
適
任
で
あ
る
と
回
答
し

ま
し
た
。

　

生
井
紀
子
さ
ん
（
伊
勢
山
）

　

生
井
勝
已
さ
ん
（
松
本
）

　

濵は

ま

な名
進
さ
ん
（
貝
谷
）

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

国
の
昇
給
基
準
と
の
均
衡
を
図

る
た
め
、
昇
給
の
抑
制
を
行
う
対

象
を
「
56
歳
を
超
え
る
職
員
」
か

ら
「
55
歳
を
超
え
る
職
員
」
に
引

き
下
げ
る
も
の
で
す
。

◇
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

町
独
自
で
行
う
未
就
学
児
の
通

院
に
係
る
自
己
負
担
額
の
助
成
に

に
つ
い
て
の
規
定
を
明
文
化
し
、

手
続
き
の
簡
略
化
を
行
う
も
の
で

す
。

◇
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

改
正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支
援

員
と
な
る
た
め
の
研
修
を
行
う
者

に
政
令
指
定
都
市
の
長
を
加
え
る

も
の
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資

格
に
つ
い
て
教
員
免
許
状
取
得
者

の
要
件
を
明
確
に
し
専
門
職
大
学

の
前
期
課
程
修
了
者
や
５
年
以
上

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
従

事
し
た
者
を
追
加
す
る
も
の
、
現

行
の
規
定
を
令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

● 

人　

事

● 

条　

例

● 

そ
の
他
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● 

予　

算

　

町
内
一
斉
芝
焼
き
が
今
後
実
施

さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
私
の

と
こ
ろ
に
町
民
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

芝
焼
き
は
長
年
に
わ
た
り
田
畑
の

害
虫
駆
除
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
芝
焼
き
の
廃

止
に
つ
い
て
懸
念
と
戸
惑
い
の
声

を
数
多
く
耳
に
し
て
い
ま
す
。
町

内
一
斉
芝
焼
き
が
廃
止
に
な
っ
た

経
緯
と
害
虫
駆
除
に
対
す
る
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

産
業
建
設
部
長　

こ
れ
ま
で
は
病

害
虫
防
除
の
観
点
か
ら
町
が
主
体

と
な
り
町
内
一
斉
芝
焼
き
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
実
施

中
の
火
災
発
生
が
多
く
、
平
成
30

年
度
で
は
６
件
の
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
に
９
名
が
登
壇

　

芝
焼
き
を
実
施
す
る
際
に
は
行

政
区
長
を
中
心
に
集
団
的
に
行

い
、
ま
た
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い

よ
う
、
文
書
の
配
布
や
防
災
行
政

無
線
の
放
送
、
広
報
車
の
巡
回
な

ど
に
よ
り
注
意
喚
起
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
消
火
を
確
認
せ
ず
に

現
場
を
離
れ
て
し
ま
う
、
決
め
ら

れ
た
時
間
以
外
に
火
を
付
け
て
し

ま
う
、
芝
焼
き
に
乗
じ
て
家
庭
ご

み
や
産
業
廃
棄
物
な
ど
の
違
法
な

焼
却
を
行
っ
て
し
ま
う
、
町
外
か

ら
持
ち
込
ん
だ
ご
み
の
焼
却
を

行
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
行
為
が
見

受
け
ら
れ
、
警
察
な
ど
か
ら
も
厳

し
く
指
導
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

す
。
建
物
火
災
や
人
的
被
害
と

い
っ
た
大
惨
事
を
招
く
こ
と
も
懸

念
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
問
題
の
解

決
に
向
け
て
Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
や

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
関

係
機
関
と
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
さ
ら
な
る
注
意
喚
起
を

行
っ
た
と
し
て
も
前
述
の
行
為
を

完
全
に
解
消
す
る
こ
と
は
不
可
能

に
近
い
こ
と
、
ま
た
、
芝
焼
き
と

病
害
虫
の
越
冬
密
度
に
関
連
性
が

町
内
一
斉
芝
焼
き
の
廃
止
に
つ
い
て

水垣 正弘 議員

◎
令
和
元
年
度
補
正
予
算

会計区分 今回の補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 7648 万 9000 円 85 億 7316 万円

国 民 健 康 保 険 △ 3229 万 9000 円 31 億 6447 万 9000 円

後期高齢者医療 △ 660 万 2000 円 2 億 430 万 3000 円

介護（保険事業） 12 万 6000 円 17 億 6541 万 4000 円

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 64 万 5000 円 515 万 4000 円

区 画 整 理 △ 19 万 3000 円 1 億 4562 万円

農 業 集 落 排 水 △ 285 万 6000 円 2 億 9051 万 6000 円

下 水 道 △ 1015 万 8000 円 4 億 8641 万 4000 円

◎
令
和
２
年
度
予
算

水　道　事　業　会　計

３条予算（収益的収入及び支出）

・�収入：1750 万円を減額し、収入合計を　　

4億 9699 万 3000 円とするもの

・�支出：173 万 2000 円を減額し、支出合計

を 4億 189 万 2000 円とするもの

４条予算（資本的収入及び支出）

・�支出：11 万円を減額し、支出合計を 5344

万 7000 円とするもの

水　道　事　業　会　計

３条予算（収益的収入及び支出）

・�収入：4億 7748 万 1000 円　(前年度 5億 1449 万 3000 円 対前年度△ 7.2%)

・�支出：3億 9516 万 4000 円　(前年度 4億 362 万 4000 円�対前年度△ 2.1%)

４条予算（資本的収入及び支出）

・収入：0円（前年度 0円）

・�支出：9585 万 7000 円　(前年度 5355 万 7000 円　対前年度 79.0%)

※�不足額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分損益勘

定留保資金で補
ほ て ん

填

会計区分 本年度予算額 前年度予算額 増減率

一 般 会 計 75 億 5200 万円 78 億 9200 万円 △ 4.3%

国 民 健 康 保 険 30 億 4698 万 4000 円 30 億 3454 万 7000 円 0.4%

後期高齢者医療 2 億 1996 万 3000 円 2 億 1090 万 5000 円 4.3%

介護（保険事業） 17 億 6929 万 1000 円 17 億 4461 万 4000 円 1.4%

介護（介護ｻｰﾋﾞｽ） 440 万 1000 円 450 万 9000 円 △ 2.4%

区 画 整 理 8920 万 7000 円 1 億 4581 万 3000 円 △ 38.8%

農 業 集 落 排 水 3 億 1824 万 4000 円 2 億 9337 万 2000 円 8.5%

下 水 道 4 億 6227 万円 4億 9105 万 2000 円 △ 5.9%

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
予
防
の
た

め
、
出
席
者
の
マ
ス
ク
の
着
用
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
で
の
手
洗
い
を
励
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
を
傍
聴
さ
れ
る
方

に
対
し
て
も
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

議
会
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
を
行
い
ま
し
た
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長
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町　

長　

中
央
公
民
館
、
総
合
体

育
館
、
小
中
学
校
は
い
ず
れ
も
町

が
設
置
し
て
関
係
法
律
や
町
の
条

例
、
規
則
に
よ
り
管
理
運
営
は
教

育
委
員
会
に
委
任
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
校
舎
に
定
礎
と
書
か
れ
た

プ
レ
ー
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
あ
の
定
礎
が
な
ぜ
設
置
さ

れ
た
ま
ま
な
の
か
と
住
民
か
ら
聞

か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
話
を

詳
し
く
聞
い
て
み
る
と
、
定
礎
に

刻
ま
れ
た
名
前
の
人
物
が
刑
事
被

告
人
、
あ
る
い
は
前
科
者
と
な
っ

た
の
に
、
そ
の
人
の
名
前
を
残
し

て
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

教
育
長　

定
礎
は
竣
工
の
年
月
と

建
築
主
の
名
前
を
記
念
と
し
て
刻

み
込
ん
だ
も
の
だ
と
理
解
し
て
い

ま
す
。

　

過
去
に
ボ
ク
シ
ン
グ
の
世
界
王

者
と
な
っ
た
人
物
の
ベ
ル
ト
な
ど

を
中
央
公
民
館
に
飾
っ
て
い
ま
し

た
が
、
引
退
後
に
刑
事
事
件
を
起

こ
し
、
そ
れ
ら
を
撤
去
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経

緯
も
踏
ま
え
た
上
で
も
う
一
度
お

聞
き
し
ま
す
。

教
育
長　

そ
う
い
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
動
揺
さ
せ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
学
校
長
に

教
育
を
全
面
的
に
委
ね
て
い
ま

す
。
ま
た
、
私
自
身
が
責
任
者
で

あ
る
こ
と
も
自
覚
し
て
い
ま
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
定
礎

は
竣
工
年
月
と
建
設
当
時
の
建
築

主
を
事
実
と
し
て
記
し
た
も
の
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て

　

中
央
公
民
館
や
総
合
体
育
館
、

小
中
学
校
と
い
っ
た
施
設
の
管
理

責
任
者
は
誰
に
な
る
の
か
を
お
聞

き
し
ま
す
。

教
育
長　

中
央
公
民
館
は
社
会
教

育
法
や
町
の
条
例
、
規
則
に
よ
り
、

町
が
施
設
を
設
置
し
て
管
理
運
営

を
教
育
委
員
会
に
委
任
さ
れ
て
い

ま
す
。
総
合
体
育
館
も
同
様
に
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
や
町
の
条
例
、
規

則
に
よ
り
、
町
が
施
設
を
設
置
し

て
管
理
運
営
を
教
育
委
員
会
に
委

任
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
に

つ
い
て
は
教
育
基
本
法
な
ど
の
関

係
法
律
や
町
の
条
例
、
規
則
に
よ

り
、
町
が
設
置
し
て
学
校
長
が
施

設
の
管
理
運
営
や
教
職
員
の
管
理

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の
と

お
り
、
い
ず
れ
の
施
設
も
管
理
運

営
は
教
育
委
員
会
の
所
轄
に
な
り

ま
す
の
で
、
総
括
管
理
者
と
し
て

は
教
育
委
員
会
を
代
表
す
る
教
育 大久保 敏夫 議員

町
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

　

中
国
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
と
し
て
、
政

府
は
２
月
27
日
夜
に
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
全
国
の
小
中
学
校
や
高

校
な
ど
の
臨
時
休
校
や
多
数
の
人

が
集
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
自
粛
を
要
請
し
ま
し

た
。
翌
28
日
に
大
井
川
茨
城
県
知

事
も
要
請
通
り
県
立
高
校
を
３
月

２
日
か
ら
原
則
休
校
に
す
る
と
発

表
、
小
中
学
校
な
ど
の
市
町
村
立

学
校
に
つ
い
て
も
同
様
の
対
応
を

す
る
よ
う
要
請
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
要
請
を
受
け
て
、
町
教
育
委

員
会
で
協
議
し
た
内
容
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
一
つ
目
に
休
校
に
伴

う
共
働
き
や
一
人
親
の
家
庭
な
ど

へ
の
対
応
、
二
つ
目
に
授
業
時
間

と
家
庭
学
習
の
指
導
、
三
つ
目
に

教
職
員
の
対
応
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

生井 和巳 議員

小
中
高
校
臨
時

休
校
の
要
請
を

受
け
て

み
ら
れ
な
い
と
の
調
査
結
果
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
内
一
斉
芝
焼
き

を
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

今
後
の
病
害
虫
防
除
の
対
応
に

つ
い
て
は
三
点
を
町
か
ら
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
収

穫
後
の
刈
り
株
か
ら
伸
び
だ
す
再

生
稲
を
早
め
に
耕
起
を
す
る
「
収

穫
後
の
秋
季
耕
起
」
。
二
つ
目
は
、

畦
畔
な
ど
の
雑
草
の
草
刈
り
や
除

草
剤
に
よ
る
「
雑
草
管
理
」
。
三

つ
目
は
、
病
害
虫
の
発
生
動
向
に

応
じ
た
適
時
適
切
な
「
農
薬
に
よ

る
防
除
」
で
す
。
そ
の
上
で
芝
焼

き
を
実
施
し
た
い
地
区
が
あ
る
場

合
に
は
、
責
任
を
持
っ
て
公
害
防

止
や
火
災
防
止
へ
の
対
策
を
十
分

に
取
っ
た
上
で
実
施
す
る
よ
う
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

収穫後の管理を適切に
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昨
年
発
生
し
た
大
規
模
な
台
風

は
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
大
気
中
の
二
酸
化
炭

素
濃
度
の
上
昇
に
起
因
す
る
地
球

温
暖
化
に
よ
り
異
常
気
象
が
常
態

化
し
、
大
規
模
な
自
然
災
害
は
今

後
も
勃
発
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

昨
年
の
台
風
15
号
、
19
号
に
つ

い
て
の
被
害
状
況
、
小
中
学
校
の

通
学
路
の
冠
水
状
況
、
一
級
河
川

山
川
の
排
水
不
良
の
理
由
、
今
後

地
球
温
暖
化
に
伴
い
異
常
気
象
が

常
態
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
そ
れ
に
対
し
て
の
治
安
、
治

水
、
防
災
、
減
災
対
策
に
つ
い
て

総
合
的
な
考
え
方
を
お
聞
き
し
ま

す
。

総
務
部
長　

昨
年
の
台
風
15
号
で

は
住
宅
屋
根
の
一
部
損
壊
が
２

件
、
倒
木
が
13
件
発
生
し
た
ほ
か
、

安
静
地
区
、
下
結
城
地
区
の
一
部

で
最
大
５
１
１
軒
の
停
電
が
発
生

し
ま
し
た
。
台
風
19
号
で
は
住
宅

の
一
部
損
壊
が
４
件
、
屋
根
や
外

壁
の
損
壊
が
２
件
、
床
上
浸
水
が

２
件
発
生
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
部
長　

台
風
15
号
で
は

強
風
の
影
響
が
主
で
あ
り
、
通
学

路
の
冠
水
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
台
風
19
号
で
は
粟
野
地

内
、
中
結
城
小
学
校
北
、
中
結
城

地
区
公
園
北
、
水
口
地
内
、
太
田

地
内
の
５
カ
所
で
通
学
路
の
冠
水

が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
級
河
川
山
川
の
排
水
に
つ
い

て
は
過
去
に
湛
水
防
除
事
業
を
県

が
実
施
し
、
排
水
ポ
ン
プ
機
場
の

移
設
や
排
水
能
力
の
増
強
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
河
川
の
増

水
時
に
は
機
場
か
ら
の
排
水
も
加

わ
っ
た
た
め
、
九
郎
兵
衛
橋
周
辺

の
宅
地
へ
水
が
流
入
す
る
危
険
性

が
高
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
町
で

は
県
や
結
城
市
、
山
川
沼
土
地
改

良
区
と
協
議
し
、
河
川
の
周
辺
を

再
調
査
し
、
原
因
の
究
明
と
対
策

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
県
で
は
平
成
30
年
度
に
河

川
堤
防
の
現
在
の
高
さ
な
ど
の
測

量
を
改
め
て
行
い
、
令
和
元
年
度

か
ら
測
量
結
果
を
基
に
排
水
計
画

の
検
証
を
し
て
い
ま
す
。

町　

長　

国
や
県
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
、

ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の
両
方
の

対
策
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
自
分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち

で
守
る
と
い
う
「
自
助
」や
「
共
助
」

を
基
本
と
し
な
が
ら
「
公
助
」
で

そ
の
補
完
を
し
、
地
域
防
災
力
の

向
上
、
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

人
材
育
成
で
活
力
の
あ
る
八
千

代
町
の
新
し
い
学
校
教
育
環
境

の
整
備
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
、
道
徳
・
英
語
教
育
に
つ
い

て
）

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

の
町
内
集
団
発
生
に
備
え
て

異
常
気
象
が
常
態
化
す
る
中
で
の

治
安
、
防
災
、
減
災
対
策
に
つ
い
て

安田 忠司 議員

教
育
長　

八
千
代
町
で
は
３
月

６
日
か
ら
臨
時
休
校
の
措
置
を

取
り
ま
し
た
が
、
共
働
き
や
一

人
親
な
ど
の
家
庭
へ
の
対
応
と

し
て
、
ま
ず
３
月
２
日
に
各
家

庭
に
臨
時
休
校
中
の
児
童
生
徒

の
所
在
と
連
絡
先
を
確
認
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
３
月
５
日
に

日
中
の
預
け
先
が
な
い
児
童
を

学
校
で
受
け
入
れ
る
た
め
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
預
け
先
が
な
い
児
童
が
86

名
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た

の
で
、
保
護
者
の
了
解
の
下
、

学
校
で
受
け
入
れ
る
体
制
を
取

り
ま
し
た
。
学
校
の
受
け
入
れ

は
午
前
８
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
、
保
護
者
の
送
迎
に
よ
り
登

校
し
学
校
で
は
自
主
学
習
を
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

授
業
時
間
数
が
不
足
と
な
る

場
合
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
よ
る
臨
時
休
校
を
行
っ
た

場
合
は
標
準
授
業
時
数
を
下

回
っ
た
と
し
て
も
学
校
教
育
法

な
ど
に
違
反
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
習
に

著
し
い
遅
れ
が
生
じ
な
い
よ
う

臨
時
休
校
中
で
も
家
庭
学
習
を

適
切
に
課
す
、
新
年
度
の
授
業

の
中
で
補
充
を
す
る
と
い
っ
た

措
置
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

臨
時
休
校
中
で
も
教
職
員
は
受

け
入
れ
た
児
童
の
対
応
や
児
童
生

徒
へ
の
連
絡
、
家
庭
訪
問
、
成
績

処
理
、
事
務
処
理
、
新
年
度
の
準

備
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
通
常

通
り
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

・ 

台
風
等
に
対
す
る
避
難
所
の
開

設
に
つ
い
て

環境の変化が危惧されます
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当
時
は
公
開
の
場
で
議
論
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
大
き
な
話
題
と
な
り

ま
し
た
。

　

町
で
は
国
と
同
様
の
形
で
は
事

業
仕
分
け
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
予
算
編
成
前
に
町
総
合
計
画

の
実
施
計
画
策
定
作
業
を
庁
内
全

体
で
見
直
し
も
含
め
た
上
で
行
っ

て
お
り
、
緊
急
度
や
重
要
性
に
基

づ
き
優
先
順
位
を
付
け
、
財
源
を

手
当
て
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
平
成
30
年
度
決
算
に
お
け

る
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
財
政

健
全
化
指
標
は
、
国
の
定
め
る
早

期
健
全
化
基
準
を
大
き
く
下
回

り
、
健
全
性
を
保
っ
て
い
る
状
態

で
す
。
ま
た
、
財
政
力
指
数
も

年
々
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
維
持

補
修
費
な
ど
経
常
経
費
の
割
合
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
94
％
と
な

る
な
ど
、
財
政
の
硬
直
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
財

政
運
営
の
健
全
化
や
弾
力
性
の
維

持
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
必
要
な

施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
職

員
一
人
一
人
が
常
に
コ
ス
ト
意
識

　

現
在
の
町
の
財
政
事
情
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
再
三
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
規
事

業
の
要
望
が
あ
っ
て
も
採
択
が
制

限
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
既
存
の
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、
時
代
の
要

請
に
合
っ
た
貴
重
な
予
算
の
使
い

道
を
模
索
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
財
政
的
見
地
に
立
っ
た

費
用
対
効
果
や
公
平
性
の
確
保
な

ど
の
視
点
に
よ
り
事
業
仕
分
け
を

徹
底
し
、
そ
の
中
か
ら
捻
出
さ
れ

た
財
源
に
よ
り
町
民
か
ら
の
多
く

の
行
政
需
要
に
応
え
る
べ
き
で

す
。
よ
り
突
き
詰
め
た
事
業
仕
分

け
の
実
施
を
求
め
ま
す
が
、
町
の

見
解
を
求
め
ま
す
。

町　

長　

事
業
仕
分
け
は
行
財
政

改
革
の
手
法
の
一
つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
、
国
で
は
平
成
22
年
度
予
算

編
成
の
際
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

上野 政男 議員

事

業

仕

分

け

に

つ

い

て

訓
と
し
て
、
国
で
は
「
強
く
し
な

や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る

た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る

国
土
強
靱
化
基
本
法
」
の
施
行
や

「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」
の
閣

議
決
定
な
ど
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
が
策
定
す
る
国

土
強
靭
化
計
画
は
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
と
位
置
付
け
ら
れ
、
非
常

時
だ
け
で
は
な
く
平
時
に
も
活
用

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を
含

め
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

茨
城
県
と
県
内
市
町
村
の
策
定

状
況
は
、
平
成
29
年
に
茨
城
県
が

策
定
、
市
町
村
で
は
令
和
２
年
２

月
現
在
で
古
河
市
の
み
が
策
定
済

み
、
そ
の
ほ
か
15
市
町
が
策
定
中
、

14
市
町
が
策
定
予
定
、
14
市
町
村

が
検
討
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
は
、
令
和
２
年
度
に
策
定

予
定
の
第
６
次
総
合
計
画
や
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合

性
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
策
定

業
務
に
着
手
で
き
る
よ
う
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

町　

長　

市
町
村
の
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
策
定
は
義
務
で
は
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は

国
土
強
靭
化
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
、
計
画
的
に
策
定
し
実
践
す

る
責
務
を
有
す
る
こ
と
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
補
助

金
、
交
付
金
の
配
分
を
優
先
的
に

受
け
ら
れ
る
た
め
、
強
靭
化
の
取

り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
き
ま
す
。
積
極
的
に

国
土
強
靭
化
に
関
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

大里 岳史 議員

　

大
規
模
な
自
然
災
害
か
ら
の
被

害
を
避
け
る
た
め
、
第
一
に
人
命

を
守
り
、
経
済
社
会
へ
の
致
命
的

な
被
害
を
抑
え
、
迅
速
に
回
復
す

る
強
さ
と
し
な
や
か
さ
を
備
え
た

国
土
、
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
す
国こ

く

ど土
強き

ょ
う
じ
ん
か

靭
化
が
重
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
国
で
は

一
部
の
補
助
金
、
交
付
金
を
国
土

強
靭
化
計
画
に
明
記
さ
れ
た
事
業

へ
重
点
的
に
配
分
、
さ
ら
に
令
和

３
年
度
か
ら
は
計
画
へ
の
明
記
が

補
助
金
の
交
付
要
件
と
さ
れ
る
方

針
で
す
。
茨
城
県
内
で
は
古
河
市

の
み
が
策
定
を
終
え
、
そ
の
他
の

市
町
村
で
も
来
年
度
を
目
途
に
策

定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
八
千
代
町
で
も
計

画
の
策
定
が
必
須
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
そ
の
必
要
性
の
認
識
を

伺
い
ま
す
。

総
務
部
長　

東
日
本
大
震
災
を
教

国こ

く

ど土
強き

ょ
う
じ
ん
か

靭
化
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

災害が発生しても速やかに復興できるまちづくり
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を
持
ち
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を

行
い
な
が
ら
業
務
の
効
率
化
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
方

創
生
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

対
策
、
公
共
施
設
の
更
新
な
ど
取

り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い

ま
す
の
で
、
税
収
入
の
確
保
の
ほ

か
に
も
企
業
誘
致
や
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
、
６
次
産
業
の
創
出
な

ど
の
新
た
な
財
源
確
保
に
努
め
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

行
政
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い

て
・ 

区
画
整
理
地
内
の
に
ぎ
わ
い
に

つ
い
て

２
年
生
も
加
え
て
卒
業
式
を
行
っ

て
は
ど
う
か
と
の
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
在
校
生
の
参
加
が
で
き
な

か
っ
た
理
由
の
説
明
を
求
め
ま

す
。

　

ま
た
、
臨
時
休
校
に
よ
り
子
ど

も
を
学
校
で
預
か
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
さ
せ
る
の
か
を
伺
い
ま

す
。

教
育
長　

卒
業
式
で
は
同
じ
閉
鎖

空
間
に
多
く
の
人
が
長
時
間
滞
在

す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
開
催

時
間
を
短
縮
す
る
な
ど
規
模
を
縮

小
し
対
策
を
取
り
な
が
ら
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
在
校
生

の
見
送
り
は
で
き
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
在
校
生
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
、
こ
れ

ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
や
こ
れ
か

ら
の
活
躍
へ
の
願
い
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
な
場
面
を
演
出
し
て
卒
業

生
を
送
り
出
す
こ
と
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
日
昼
間
に
一
人
に
な
る
児
童

生
徒
に
つ
い
て
は
学
校
で
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒

や
保
護
者
の
要
望
に
合
わ
せ
保
護

者
の
了
解
の
下
、
臨
時
休
校
中
で

も
学
校
で
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

方
針
で
す
。

　

学
校
で
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

は
、
臨
時
休
校
前
に
配
布
し
た
課

題
を
自
主
学
習
の
形
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
学
習
指
導
は
行
わ
ず

に
自
主
学
習
を
見
守
る
形
に
よ

り
、
登
校
し
て
い
な
い
児
童
生
徒

と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ

う
心
掛
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
は
ツ

ア
ー
観
光
客
を
乗
せ
た
バ
ス
運
転

手
な
ど
の
感
染
を
皮
切
り
に
、
３

月
６
日
現
在
で
１
０
５
０
人
に
達

し
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
対
応
と
し
て
、
安
倍
首
相

は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
全
国
の

小
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支

援
学
校
を
３
月
２
日
か
ら
春
休
み

ま
で
臨
時
休
校
を
す
る
よ
う
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

八
千
代
町
で
は
小
中
学
校
を
３
月

６
日
か
ら
休
校
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
式
に
つ

い
て
は
卒
業
生
、
保
護
者
、
先
生

の
み
の
参
加
で
行
う
と
い
う
こ
と

で
、
幼
稚
園
や
保
育
園
、
八
千
代

高
校
で
も
規
模
を
縮
小
す
る
方
向

で
見
直
し
を
行
い
実
施
す
る
よ
う

で
す
が
、
一
生
に
一
度
の
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
の
で
せ
め
て
在
校
生

を
代
表
し
て
小
学
５
年
生
、
中
学 小島 由久 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
よ
る

臨
時
休
校
に
つ
い
て

　

青
少
年
育
成
の
一
環
と
し
て
、

町
で
は
過
去
に
海
外
派
遣
事
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
実

施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
、
今
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
海
外
の
語
学
や
文
化
に

触
れ
る
機
会
が
あ
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。
町
の
未
来
を
担
う
人
材
に

投
資
す
る
と
い
う
意
味
合
い
か
ら

も
、
海
外
派
遣
事
業
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
見
解
を
持
つ
の
か
伺
い

ま
す
。

企
画
財
政
部
長　

町
で
は
青
少
年

海
外
派
遣
事
業
を
平
成
６
年
度
か

ら
平
成
17
年
度
ま
で
実
施
し
ま
し

た
。
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
青
少

年
の
育
成
を
目
的
に
年
１
回
、
中

学
生
の
海
外
派
遣
を
行
っ
た
も
の

で
、
カ
ナ
ダ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
な
ど 関 眞幸 議員

青
少
年
育
成
に

つ
い
て

新規事業費の確保を
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守
り
が
必
要
な
方
に
対
し
急
病
の

際
に
消
防
本
部
と
ボ
タ
ン
一
つ
で

連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
装
置

を
電
話
機
横
に
設
置
す
る
事
業
で

す
。
「
愛
の
定
期
便
事
業
」
で
は
、

台
帳
登
録
者
の
80
歳
以
上
の
世
帯

に
対
し
て
安
否
確
認
や
孤
独
感
の

解
消
を
目
的
に
民
生
委
員
が
週

１
、
２
回
訪
問
し
、
乳
製
品
な
ど

を
配
布
す
る
事
業
で
す
。
ま
た
、

町
で
は
町
内
の
金
融
機
関
や
新
聞

販
売
店
な
ど
20
事
業
所
と
「
要
援

護
者
の
見
守
り
活
動
等
の
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
協
定
を
結
ん
だ
事
業
所
が
異

変
を
感
じ
た
と
き
に
町
に
報
告
し

て
も
ら
う
よ
う
に
し
、
早
期
の
安

否
確
認
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・ 

役
場
職
員
の
労
務
管
理
に
つ
い

て

　

孤
独
死
に
関
し
て
は
、
大
阪
府

内
で
昨
年
中
に
誰
に
も
看
取
ら
れ

ず
に
屋
内
で
死
亡
し
１
カ
月
以
上

経
過
し
た
状
態
で
見
つ
か
っ
た
遺

体
が
３
８
２
体
に
上
る
と
の
報
道

が
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
で
も
地
域

に
お
け
る
見
守
り
の
強
化
が
必
要

で
す
。
見
守
り
に
は
区
長
や
民
生

委
員
な
ど
の
ほ
か
地
域
住
民
の
協

力
体
制
が
必
要
で
す
。
地
域
住
民

間
で
認
識
を
共
有
化
す
る
た
め
に

も
周
知
、
啓
発
活
動
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
で
１
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
増
加
の
ペ
ー
ス
が

早
く
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

当
町
の
最
新
の
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
１
人
暮
ら
し
、
２
人
世
帯
の

世
帯
数
は
い
く
つ
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

他
市
町
村
で
は
高
齢
者
の
孤
独 増田 光利 議員

１

人

暮

ら

し

高

齢

者

の

見

守

り

対

策

に

つ

い

て

語
に
直
接
触
れ
合
う
機
会
を
増
や

し
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
英

語
力
と
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る

た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
「
英
語
検
定
受
験
チ
ャ
レ
ン
ジ

補
助
事
業
」
を
令
和
２
年
度
か
ら

実
施
し
ま
す
。
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
生
ま
で
が
受
験
す
る
英
語
検

定
の
検
定
料
の
補
助
を
行
い
、
中

学
３
年
卒
業
ま
で
に
英
検
３
級
以

上
の
取
得
を
目
指
す
な
ど
、
児
童

生
徒
に
対
す
る
国
際
化
教
育
の
支

援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

応
に
つ
い
て

・
学
校
の
生
活
支
援
員
に
つ
い
て

・
上
水
道
の
水
質
に
つ
い
て

死
対
策
と
し
て
安
否
確
認
を
目
的

と
し
た
夕
食
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
家
事
援

助
、
定
期
的
に
訪
問
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

町
で
は
毎
年
講

演
会
や
体
操
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
参
加
者
に
対
し
１
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
や
町
の
行

う
対
策
事
業
の
周
知
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
３
月
１
日
現
在
の
65

歳
以
上
の
世
帯
数
は
、
施
設
入
所

者
を
除
く
１
人
世
帯
は
６
６
１
世

帯
、
２
人
以
上
の
世
帯
は
６
５
６

世
帯
で
す
。

　

「
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
台
帳
登

録
事
業
」
で
は
、
１
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
緊
急
時
の
連
絡
先
、
生
活

や
健
康
に
関
す
る
情
報
を
記
載
し

た
台
帳
を
作
成
し
、
日
常
生
活
や

災
害
時
に
速
や
か
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
、
現
在

２
８
１
名
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
」
で

は
、
台
帳
登
録
者
の
中
で
特
に
見

を
行
い
ま
し
た
。
平
成
11
年
度

は
事
業
を
休
止
し
ま
し
た
が
、

延
べ
11
年
の
事
業
実
施
に
よ
り

所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
こ
と

か
ら
事
業
は
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。

　

茨
城
県
内
で
は
現
在
23
市
町

村
が
実
施
し
て
い
て
、
こ
の
う

ち
青
少
年
を
対
象
と
し
て
い
る

の
は
21
市
町
村
で
す
。

　

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
は
国

際
的
な
感
覚
を
持
ち
、
国
際
社

会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

で
き
る
青
少
年
の
育
成
に
有
効

な
事
業
と
考
え
ま
す
が
、
定
員

に
よ
り
派
遣
す
る
生
徒
が
一
部

に
限
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
派

遣
生
徒
の
選
考
方
法
や
公
平
性

の
保
持
、学
校
教
職
員
の
負
担
、

保
護
者
の
費
用
負
担
な
ど
、
諸

問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
事
業

の
費
用
対
効
果
を
見
極
め
総
合

的
に
事
業
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

人
材
育
成
の
事
業
と
し
て
、

町
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
を
学
校
に
配
置
し
て
外

国
語
教
育
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
令
和
２
年
度
か
ら
は
小

学
校
で
も
外
国
語
の
教
科
化
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
３
名
で
あ
っ
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
４

名
に
増
員
し
、
児
童
生
徒
が
英

１人暮らし高齢者への支援を

海外でも活躍できる人材の育成を
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次
の
定
例
会
は
６
月
に
行
い

ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
５
月
下

旬
に
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

 

議
会
事
務
局

℡
48
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
１
１
０
）

問 　

去
る
２
月
19
日
に
茨
城
県

町
村
議
会
議
長
会
長
か
ら
、

永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
功

労
者
と
し
て
大
久
保
武
議

員
、
生
井
和
巳
議
員
（
議
員

在
職
20
年
以
上
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

 

茨
城
県
町
村
議
会

 

議
長
会
長
表
彰

　

去
る
１
月
30
日
に
議
員
研
修
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
八
千
代
工
業
団
地
に
立
地
す
る
モ
ス
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

◇　

研　

修　

視　

察　

報　

告　

◇

茨
城
工
場
に
お
い
て
、
企
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
工
場
内
の
施
設
や
製
品

の
製
造
工
程
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

モ
ス
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
で
は
、
生
産
工
場
向
け
に
鉄
を
加
工
す
る
際
に
出
る
鉄
く
ず

や
油
な
ど
の
混
合
物
を
分
離
、
除
去
す
る
装
置
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
当
町
の
茨

城
工
場
の
ほ
か
、
埼
玉
県
戸
田
市
に
本
社
を
置
き
、
名
古
屋
と
京
都
に
も
拠
点
を
構
え
、

ま
た
、
海
外
に
も
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
茨
城
工
場
で
は
昨
年
12
月

時
点
で
従
業
員
28
人
体
制
に
よ
り
稼
働
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
施
設
を
増
設
し
１
年

後
に
は
40
人
、
そ
の
後
さ
ら
に
60
～
70
人
体
制
へ
の
拡
大
を
計
画
し
て
い
る
な
ど
、
今

後
の
さ
ら
な
る
事
業
展
開
を
期
待
で
き
る
も
の
で
し
た
。

　

次
に
、
古
河
市
名
崎
工
業
団
地
に
立
地
す
る
日
野
自
動
車
株
式
会
社
古
河
工
場
に
お

い
て
、
企
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
工
場
の
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

日
野
自
動
車
で
は
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
な
ど
の
大
型
の
車
両
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
古

河
工
場
は
日
野
自
動
車
の
４
番
目
の
工
場
と
し
て
建
設
さ
れ
、
敷
地
面
積
は
85
万
平
方

メ
ー
ト
ル
と
国
内
の
工
場
で
最
も
広
く
、
１
日
当
た
り
の
生
産
台
数
は
約
１
８
０
台
、

従
業
員
数
は
２
４
０
０
人
体
制
で
、
日
野
自
動
車
の
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て

国
内
を
は
じ
め
、
約
90
の
国
や
地
域
に
向
け
て
製
造
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
第
４
工
場
の
車
両
の
組
み
立
て
工
程
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
工
場
内
で
は
人
や

ロ
ボ
ッ
ト
が
目
ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
お
り
、
生
産
ラ
イ
ン
で
は
仕
様
の
異
な
る
車
両
が

混
在
す
る
状
態
で
工
程
が
進
め
ら
れ
、
次
々
と
流
れ
て
く
る
製
品
に
対
し
て
各
人
が
的

確
に
対
応
し
な
が
ら
完
成
さ
せ
て
い
く
様
は
一
人
一
人
の
役
割
が
よ
く
整
理
さ
れ
、
工

夫
が
成
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
部
品
を
載
せ
た
Ａ
Ｇ
Ｖ
（
無
人
搬
送

車
）
が
所
狭
し
と
工
場
内
を
走
り
回
る
様
子
や
、
工
程
に
よ
っ
て
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
業

の
大
部
分
を
済
ま
せ
て
し
ま
う
な
ど
、
最
先
端
の
技
術
が
集
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
時
間
を
割
い
て
視
察
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
お
礼
を

申
し
上
げ
、
研
修
視
察
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

モスニック株式会社茨城工場にて日野自動車株式会社古河工場にて
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生産量日本一の八千代町の春白菜が
　茨城県青果物銘柄産地の再指定を受けました

　白菜の生産量日本一の八千代町では、茨城
県から「青果物銘柄産地」の再指定を受ける
ことになりました。
　指定には、販売価格や市場単価等、厳しい
要件が設定されていますが、ＪＡ常総ひかり
八千代地区春白菜部会で、安全で安心な春白菜
の生産に取り組んできたことなどが認められ、
今回再指定となりました。
　指定は３年ごとに更新され、八千代町産の
春白菜は平成 22 年から今回で４度目の指定と
なります。

３月 27 日、県西農林事務所の石浜均事務所長
から、谷中町長へ銘柄産地指定証が渡され
ました。谷中町長は「この指定は産地の糧
になります。これを柱に、品質の向上、有
利販売に繋げてさらに盛り上げていきたい」
と今後の抱負を語りました。

産業振興課
農業振興係　梶本 

八千代地区春白菜部会
部会長　堤   忠さん

ＪＡ常総ひかり
営農課　太田さん

　今後も生産者、ＪＡ常総ひかり、
町などが協力し合い、春白菜の
生産向上に努めていきます。
　葉が柔らかく、甘みがあり、
カリウムが豊富な八千代町産の
春白菜を、ぜひご賞味ください。


